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２.４ 臨時情報発表時の人々の行動意思決定に資する情報の提供 

(1) 業務の内容 

(a) 業務題目「臨時情報発表時の人々の行動意思決定に資する情報の提供」 

 

(b) 担当者  

所属機関 役職 氏名 

京都大学防災研究所 

京都大学防災研究所 

京都大学防災研究所 

京都大学防災研究所 

京都大学防災研究所 

京都大学防災研究所 

京都大学防災研究所 

京都大学防災研究所 

京都大学防災研究所 

京都大学防災研究所 

京都大学防災研究所 

京都大学防災研究所 

教授 

教授 

教授 

准教授 

助教 

助教 

客員教授 

非常勤研究員 

非常勤研究員 

特定研究員 

教務補佐員 

技術補佐員 

矢守克也 

牧 紀男 

畑山満則 

大西正光 

中野元太 

山下裕亮 

許  瓊文 

杉山高志 

 松原 悠 

岡田（静間）夏美 

帖佐光浩 

山岡孝子 

東北大学災害科学国際研究所 准教授 佐藤翔輔 

関西大学社会安全学部 准教授 城下秀行 

日本ミクニヤ株式会社 社員 金玟淑 

明治大学理工学部 教授 山本俊哉 

明治大学まちづくり研究所 客員研究員 森脇環帆 

和歌山大学システム工学部環境システム学科 准教授 平田隆行 

 

(c) 業務の目的 

本研究は、南海トラフ地震に関する「臨時情報」を、事前避難対応に効果的に活用する

ために、事前避難の必要性を地域ごとに分析・判断するためのシステム（『事前避難要不要

判断ツール』）を開発し、社会実装することを目的とする。 

南海トラフ地震に関する「臨時情報」には、同地震・津波による被害を大幅に軽減する

ことが期待されている。しかし、大きな不確実性を含む本情報の効力を十分に引き出すた

めには、どの地域の、どの範囲の、どのような人々が事前避難すべきなのかに関する客観

的基準、および、避難先の設定、避難方法に関する知見とノウハウが必要とされる。 

そこで、本サブ課題では、本ツールの効果的運用の前提となる「臨時情報」に関する認

知・理解を高めるための基礎研究を実施しつつ、まず、サブ課題２(g)で開発する地震防災

基盤シミュレータの津波シミュレーションをベースに、津波避難訓練支援アプリ「逃げト

レ」（福岡工業大学・特許第５７３７６８３号を使用）を改良し、事前避難の要不要につい

て分析し診断するためのツール（『事前避難要不要判断ツール』）を開発し、社会実装する。
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次に、臨時情報発表時に予想される、より広域の避難人口動態予測システムを開発する。

さらに、津波到達時間が短い地域で「逃げ地図」を基幹ルールとしたワークショップを実

施し、両システムの実装と効果検証作業を行う。なお、「逃げ地図」とは、一定時間に避難

可能な距離に対応する長さの紐を使って、避難可能な範囲を白地図の上に参加者が色鉛筆

で彩色し、津波から安全な場所（津波浸水区域外・津波避難タワー等）や、そこへの移動

に要する時間を地図上に可視化する手法である。以上が本研究の主目的である。 

具体的には、第１に、先行プロジェクト（戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）

第 1 期）において津波避難訓練支援アプリとして開発した「逃げトレ」を、訓練のたびに

住民の空間移動データを標準化された形式でビッグデータとして蓄積可能なシステムの形

式で再編し、『事前避難要不要判断ツール』として社会に実装する。第２に、人や車の移動

に伴った大規模な空間移動動態を予測・実測し、「臨時情報」発表時にどの地域でどのよう

な人口移動が生じ、どこにどの程度の避難所が必要となるのかについてシミュレーション

するための『広域人口動態予測システム』を開発する。第３に、津波防災まちづくりのツ

ールとして開発された「逃げ地図」をもとに、その課題の検証・改善方法の抽出を行い、

避難困難区域において避難を可能にするまちづくり方策を検討するための仕組みの構築を

行う。 

なお、上記のツールおよびシステムの実証実験のフィールドと実装先として、高知県、

和歌山県内を想定する。 

 

(d) ５か年の年次実施計画 

1) 令和２年度： 

第１に、『事前避難要不要判断ツール』については、先行プロジェクト（SIP 第１期）

で津波避難訓練支援アプリとして開発した「逃げトレ」を、訓練のたびに住民の空間

移動データを標準化された形式でビッグデータとして蓄積可能なシステムの形で再編

するための基礎作業を実施した。まず、本ツールの効果的運用の前提となる「臨時情

報」に関する認知・理解を高めるための基礎研究を進めた。次に、臨時情報発表時に

想定される津波浸水想定について、サブ課題２(g)と連携のもと、想定の内容、データ

の形式などについて事前協議を行った。さらに、『事前避難要不要判断ツール』の基本

構成、UI（ユーザ・インタフェース）の概要について検討した。最後に、現行の「逃

げトレ」システムを『事前避難要不要判断ツール』と接続するために必要な改修内容

について協議した。 

 第２に、「逃げ地図」については、テストフィールドとして和歌山県串本町を選択す

るとともに、同地域において「逃げ地図」ワークショップを試行し、避難困難区域に

おいて避難を可能にするまちづくり方策について検討した。また「逃げ地図」ワーク

ショップを支援するためのシステムの改良を行った。 

 2) 令和３年度： 

前年度までに製作した『事前避難要不要判断ツール』のプロトタイプをもとに、事

前避難の要不要の分析アルゴリズムを確定させ、「集合的避難行動の解析・表示システ

ム」の分析結果の可視化方法（結果表示画面）のデザイニング作業を継続した。それ

らの開発作業と並行して、避難訓練支援アプリ「逃げトレ」に、臨時情報発表時に想
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定される津波浸水想定（サブ課題２(g)と連携）など、複数の津波シミュレーションを

新たに実装するための準備作業を完了した。また、『事前避難要不要判断ツール』で活

用する個人属性情報（避難時の支援の必要性など）を同定するための仕組みを「逃げ

トレ」に実装するための動作フローを確定し「逃げトレ」を拡充した。以上の開発研

究とともに、実際のフィールド（高知県内の自治体）で『事前避難要不要判断ツール』

の実証実験を行うための準備作業も行った。 

また、テストフィールド（和歌山県串本町）において避難困難区域における事前避

難のあり方について検討を行うとともに、「逃げ地図」については先行して実施してい

る地域において先進事例調査、改良されたワークショップ支援システムの検証を行っ

た。 

  3) 令和４年度： 

『事前避難要不要判断ツール』については、改良されたプロトタイプ（これを「逃

げトレ View」と命名）について、その基本機能や基本動作について検討した。あわせ

て、「逃げトレ View」（パイロット版）の運用に必要な情報を取得するために、アプリ

「逃げトレ」についても必要な改修を実施した。次いで、それらを用いた実証実験を

高知県内のテストフィールド（高知県黒潮町、四万十町など）において実施し、「逃げ

トレ View」（パイロット版）を完成させた。 

「逃げ地図」については、逃げ地図ワークショップ実施のための支援システムの改

良を行うとともに、避難困難区域において逃げ地図ワークショップを実施した。 

  4) 令和５年度： 

『事前避難要不要判断ツール』については、「逃げトレ View」（パイロット版）の社

会実装に向けた調整作業をテストフィールドで実施するとともに、テストフィールド

とは別の地域にも水平展開するための手法を策定する。またこの「逃げトレ View」に

集積されるビッグデータをもとに、臨時情報発表時に、どの地域でどのような人口移

動が生じ、どこにどの程度の避難所が必要となるのかについてシミュレーションする

ためのシステム開発のための基礎作業を行う。 

「逃げ地図」については、改良されたワークショップを、テストフィールドとは別

の地域にも水平展開するための手法を策定するとともに、「逃げトレ View」と連携さ

せて、広域的な事前避難について検討するための手法の開発を行う。 

5) 令和６年度： 

「逃げトレ View」、「逃げ地図」、両プロジェクトの成果を統合し、また、「逃げトレ

View」（パイロット版）の水平展開作業の結果をベースに完成させた「逃げトレ View」

（最終版）に広域的な事前避難予測の要素も反映させて、臨時情報発表時の事前避難

に関する当事者（自治体、地域社会など）の意思決定を支援するためのシステムを完

成させて社会実装する。あわせて、以上の成果を社会に発信するためのアウトリーチ

メディアについても作成する。 

 

(e) 令和４年度業務目的 

『事前避難要不要判断ツール』として開発を進めている「逃げトレ View」（パイロッ

ト版）について、引き続き開発を継続する。 
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令和３年度までに開発した「逃げトレ View」のプロトタイプをもとに、事前避難の要

不要の分析アルゴリズムの確定、「集合的避難行動の解析・表示システム」（準備時間の変

更、移動速度の変更に伴うシミュレーションも含む）の分析結果の可視化方法（結果表示

画面）のデザイニング作業を継続する。それらの開発作業と並行して、避難訓練支援アプ

リ「逃げトレ」に、臨時情報発表時に想定される津波浸水想定（サブ課題２(ｇ)と連携）

など、複数の津波シミュレーションを新たに実装する。また、「逃げトレ View」で活用す

る個人属性情報（避難時の支援の必要性など）を同定するための仕組み、および、臨時情

報に関する解説動画を「逃げトレ」に実装するための動作フローを確定し「逃げトレ」を

拡充する。以上の開発研究とともに、社会情勢を見極めながら、実際のフィールドで「集

合的避難行動の解析・表示システム」を中核とした「逃げトレ View」の実証実験やその

ための準備作業も行う。加えて、避難困難区域において避難可能なまちづくりを検討する

ワークショップも実施する。 

 

(2) 令和４年度の成果 

①『事前避難要不要判断ツール』に関する検討 

(a) 業務の要約 

『事前避難要不要判断ツール』として開発を進めている「逃げトレ View」について、引

き続き開発を継続した。 

具体的には、令和３年度までに開発した「逃げトレ View」のプロトタイプをもとに、事

前避難の要不要の分析アルゴリズムの確定、「集合的避難行動の解析・表示システム」（避

難開始までの準備時間の変更、移動速度の変更に伴うシミュレーションも含む）の分析結

果の可視化（結果表示画面）方法のデザイニング作業を実施した。それらの開発作業と並

行して、避難訓練支援アプリ「逃げトレ」に、臨時情報発表時に想定される津波浸水想定

（サブ課題２(ｇ)と連携）など、複数の津波シミュレーションを新たに実装した。また、

「逃げトレ View」で活用する個人属性情報（性別、年齢、避難時の支援の必要性など）を

収集するための仕組み、および、臨時情報に関する解説動画を、「逃げトレ」および「逃げ

トレ View」に実装するための動作フローを確定し「逃げトレ」を拡充した。以上の開発研

究とともに、実際のフィールドで「集合的避難行動の解析・表示システム」を中核とした

「逃げトレ View」の実証実験を実施した。さらに、主なユーザーとして想定される自治体

職員を対象としたインタビュー調査を行い、自治体職員を対象とした「逃げトレ View」の

「ガイドマニュアル」の素案を作成し、今後の出口戦略策定に向けた足がかりとした。 

 (b) 業務の成果 

1) 「逃げトレサービス」の全体像の構想 

 「逃げトレ View」の構築にあたって、まず、臨時情報発表時の事前避難の要不要につ

いて検討するための基礎情報（判断材料）を分析・提供するための WEB システム「逃げト

レ View」と既存の津波避難訓練支援アプリ「逃げトレ」の両者を 2 大基幹ツールとする

全体構想を固める作業を行った。なお、アプリとしての「逃げトレ」の概要は、図２－４

－①－1 に示した通りである。これは、本プロジェクトに先行して実施された研究プロジ

ェクト（戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第 1 期）において開発されたスマ

ホアプリである。すでに、アンドロイド系、iPhone 系両方の仕様で一般公開され、無料
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でダウンロード可能であり、南海トラフ地震による津波が想定される太平洋沿岸地域で活

用できる。ただし、後述するように、今回、「逃げトレ View」の開発にあたって、一部、

機能拡充のための研究開発を実施中である。 

 

図２－４－①－1 津波避難訓練支援アプリ「逃げトレ」の概要 

 

図２－４－①－２に、新たに構築中の「逃げトレ View」を中心に、本研究の全体構想

（「逃げトレサービス」の全体像）を示した。Web システム「逃げトレ View」は、アプリ

「逃げトレ」とともに、全体として、「逃げトレサービスプラットフォーム」を構成し、

全体として、事前避難の要不要について検討可能なシステムとなっている。具体的には、

アプリ「逃げトレ」からは、このアプリを用いた避難訓練が行われるたびに訓練参加者の

避難行動の軌跡が避難行動データセット（空間移動ログデータ）としてインプットされ、

サーバーに集積されたそれらのデータは避難訓練行動を記録したビッグデータを構成す

る。ここに蓄積されたデータは、「逃げトレ View」で人間行動に関する基礎データとして

利用される。また、場合によっては、自治体等から提供される要支援者情報などの個別デ

ータ（個人属性データ、図では「その他サービス」と表示）も分析に投入できる。さら

に、ハザード側のデータとして、別途提供される津波ハザードデータ（たとえば、サブ課

題２（ｇ）から提供される「半割れ」シナリオにおける津波浸水データ）を利用する。 

以上を総合したものが、「逃げトレサービスプラットフォーム」である。「逃げトレ」

がユーザーとして主に一般個人を想定し、主として個人単位で避難行動（「点」）の改善を
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図ることが念頭に置かれているのに対して、本研究で開発中の「逃げトレ View」はユー

ザーとして主に自治体職員や研究者などを想定し、主として地域（面）ごとに津波避難の

困難度をとらえ、その改善を図ることが念頭に置かれている。「臨時情報」が発表された

ときに、どのような地域では事前避難がより強く求められるのか、それを判断するための

基準（基礎情報）が、このシステムから得られることになる。 

 

図２－４－①－２ 「逃げトレサービス」の全体像 

 

2)「逃げトレ View」（パイロット版）の開発 

図２－４－①－３、図２－４－①－４、図２－４－①－５に、「逃げトレ View」の枢要

部をパイロット版の画面から抽出して示した。 

 図２－４－①－３は、「逃げトレ」によって収集・蓄積された個別の避難訓練データを

個人ごとに「点」として可視化するのみならず（左図はスタート地点、中図はゴール地点

を基準として集約している）、ユーザーが任意に設定できるエリアごと（たとえば、自治

体職員が町内会の区域割などをフリーに描画可能）に、各エリアの避難困難度（逆に言え

ば、事前避難が要請される程度）に応じて、その程度を「面」（色別）として集約して可

視化できることを示している。また、図２－４－①－４は、上記の「点」もしくは「面」

ごとの結果を、各種の属性ベル（性別、年齢、居住地（スタート地点）など）集計してデ

ータを示す機能が「逃げトレ View」には搭載予定であることを示している。さらに、図

２－４－①－５は、「逃げトレ View」には、実際の避難訓練を通して得られた実際の空間

移動ログデータをそのまま可視化する機能だけでなく、避難時の状況が多様に変化する

可能性を念頭に、「もし、道路の液状化等で移動速度が低下したら」といった仮想の事態

についても検討可能なシミュレーション機能が実装されていることを示している。 
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図２－４－①－３ 「逃げトレ View」のデモ画面（１） 

 

 

図２－４－①－４ 「逃げ View」のデモ画面（２） 
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図２－４－①－５ 「逃げトレ View」のデモ画面（３） 

 

 「想定外」の事態に即応する観点に立ったとき、上述のシミュレーション機能は特に重

要である。現時点では、行動サイドについては、まず、避難の準備時間（地震発生から避

難開始までの準備時間、東日本大震災では平均して 15 から 20 分程度だとされる）が、実

際の訓練時よりも遅かった場合や早かった場合に予想される結果を分単位で表示できる。

また、移動速度を実際の訓練時の 0.8 倍、0.5 倍に一律に引き下げるシミュレーション機

能も実装する予定である。これらは、加齢（地域社会の高齢化）、道路状況の悪化などのた

めに移動速度が低下した状況などを想定したものである。 

さらに、ハザードサイドについても、アプリ「逃げトレ」に当初から搭載されている「最

大クラス想定」（南海トラフ地震津波に関する政府想定に依拠）に加えて、サブ課題２（ｇ）

との連携によって、南海トラフ地震の「臨時情報」発表時のシナリオとして想定されてい

る、いわゆる「半割れ」シナリオ下で発生しうる地震による津波想定を「半割れ西先行・

東後続パターン」と「半割れ東先行・西後続パターン」として実装し、それら複数の津波

浸水想定の間のちがいを体験できるようになっている。 

 以上の基幹部分に加えて、「逃げトレ View」には、どのようにこのツールを活用するの

かに関する具体的な事例が示されているほか（図２－４－①－６）、主要な活用手法の一つ

であり、本研究でも主題としている「臨時情報」発表に伴う事前避難の要不要の検討目的

で活用するケースについては、そのための基礎知識なども含めた詳細な解説も搭載した（図

２－４－①－７、および、図２－４－①－８）。 
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図２－４－①－６ 「逃げトレ View」の活用事例に関する紹介 

 

図２－４－①－７ 事前避難の要不要の検討における活用事例紹介 

逃げトレView活用事例

05
応用

探究的な防災教育のツールに

#学校 #防災学習 #まちあるき#マップづくり

04
応用 南海トラフ地震・臨時情報発表

時における事前避難の検討に
#臨時情報 #事前避難 #半割れ想定

06
応用 防災ツーリズムにおける啓発

ツールに

#防災ツーリズム #観光客の安全対策

02
基礎 地域の避難モチベーション

UPに

#コミュニティ #地区・集落ごとの活性化

#地区防災計画

01
基礎

一斉訓練の参加促進に

#一斉訓練 #自治体 #参加促進

03
基礎 実効性のある個別避難計画の

作成に

#要配慮者 #個別避難計画#避難行動要支援者
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図２－４－①－８ 臨時情報や事前避難に関する説明画面 

 

3）「逃げトレ」の拡充 

「逃げトレ」は、もともと、個人ユーザーを対象に、個人として自らの津波避難上の課

題を主体的かつ個人的に検証するためのツールとして開発したものである。そのため、現

行システムにおいては、臨時情報発表時の事前避難の必要性の有無について集合的に（地

域単位で）検証し体系的に分析するために必要な個人情報を収集することは考慮されてい

ない。 

 しかし、「逃げトレ View」の構築にあたっては、いくつかの個人属性情報を把握してお

くことが必要不可欠となる。特に、臨時情報発表時の事前避難は、内閣府のガイドライン

において災害時要支援者を中心に考慮することが望ましいとされているため、年齢や性別

といったデモグラフィック要因に加えて、近隣住民や家族による避難支援の必要性の有無

に関する情報が必要とされる。 

この重要かつ慎重な取り扱いが求められる情報について、アプリ「逃げトレ」上で取得

するのか、またその場合、どのような画面遷移で取得することが望ましいのか、あるいは、

別途自治体等の協力を得て本人の同意のもと収集した情報と事後的にマッチングするのか、

こういった諸方式の是非・可否について検討を進めた。その結果、パイロット版としては、

アプリ上でユーザーの許諾を得た上で取得する方法を基本とすることになり、まず、アプ

リ「逃げトレ」の動作フローの全体を再構成し、その中に、ユーザーの個人属性情報を取

得するためのルーチーンを組み入れた。 

【活用例】臨時情報・事前避難対策検討

事前避難対策検討の難しさ

現在、事前避難すべき地域／しなくてもよい地域を区
別するための客観的基準は、事実上存在しません。実
際、避難する人びとの個別の事情によっても、またも
実際にどんな津波が来るかによっても、状況は大きく
変わりますので、その判断は極めて難しいです。

そのため、「避難困難地域」を機械的に事前避難
が必要な地域に指定している自治体が大多数です 。
しかし、「避難困難地域」は、多くの場合、人間
の平均歩行速度、津波襲来までの余裕時間 、指定
避難場所までの距離といった要因を機械的に考慮
して割り出したものです。

それに対し 、「逃げトレ View」は、その地域に
暮らす住民の実際の訓練データをベースに事前避
難の必要性について分析できます 。

逃げトレViewでの分析の特徴

●臨時情報時の津波想定の一つ（半割れ想定）
を用いた実際の訓練データを基礎にして 、事
前避難の必要性について検討できる

●移動速度や避難準備時間などいくつかの重要
な要因を変化させたときのシミュレーション
もできる

機械的に「避難困難地域」を適用

判断は
極めて難しい

突然の津波で避難できない地域や人々は︖

現状︓

・どんな津波︖
・人びとの個別の事情は︖
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なお、こうした個人情報をアプリ上で、または、別途自治体等からの提供を通して取得

するための方法、取り扱い、活用場面、管理システムについても、テストフィールドとな

っている自治体の関係者から綿密な聞き取り調査を行うなど予備的な検討を進め、次年度

の実証実験の実施に備えた。 

最後に、以上の開発および実装業務の具体的経緯について記しておきたい。これらの業

務は、第１に、研究チーム（主に「逃げトレ View」のシステム制作とデザイニングを担う

研究分担者）によるリサーチ・ミーティング、および、第２に、テストフィールドにおけ

る実証実験（アプリ「逃げトレ」の改修版、WEB システム「逃げトレ View」の稼働状況確

認、ユーザーからのフィードバックを得るためのインタビューなどを含む）、テストフィー

ルド以外の自治体も含む自治体関係者へのヒアリング（「臨時情報」に対する対応に関する

聞き取り調査が中心）などを中心とした。その概要は、表２－４－①－１、および、表２

－４－①－２の通りである。なお、後者（表２－４－①－２）については、本研究に直接

関連する用務以外にも、関連事業として実施した案件についてもリストアップしてある。 

 

表２－４－①－１ 令和 4 年度におけるリサーチ・ミーティング 

 

日時 参加人数  協議アジェンダ 

令和 4 年 4 月 20 日 8 人 今年度の業務内容と分析プラッフォームのデザインに

関する協議 

令和 4 年 5 月 25 日 6 人 逃げトレのアプリの UI と分析プラットフォームのデ

ザインに関する協議 

令和 4 年 6 月 21 日 7 人 逃げトレのアプリの UI と分析プラットフォームのデ

ザインに関する協議 

令和 4 年 7 月 21 日 7 人 逃げトレの広報資料の取りまとめと浸水アニメーショ

ンに関する協議 

令和 4 年 8 月 22 日 7 人 逃げトレの広報資料の取りまとめと逃げトレのアプリ

の UI に関する協議 

令和 4 年 9 月 20 日 6 人 逃げトレの広報資料の取りまとめと逃げトレのアプリ

の UI に関する協議 

令和 4 年 11 月 7 日 6 人 自治体職員との聞き取り結果と逃げトレのアプリの 

UI に関する協議に関する協議 

令和 4 年 12 月 12 日 7 人 逃げトレの広報資料の取りまとめと逃げトレのアプリ

の UI に関する協議 

令和 5 年 1 月 20 日 7 人 逃げトレの広報資料の取りまとめと逃げトレのアプリ

の UI に関する協議 

令和 5 年 2 月 14 日 7 人 逃げトレの広報資料の取りまとめと逃げトレのアプリ

の UI に関する協議 

令和 5 年 3 月 14 日 7 人 逃げトレの広報資料の取りまとめと逃げトレのアプリ

の UI に関する協議 
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表２－４－①－２ 自治体関係者等への聞き取り等の概要 

日時 参加人数 聞き取り対象（自

治体等） 

調査項目・聞き取りアジェンダ 

令和 4 年 4 月 3 日 5 人 NPO 松山さかのう

え日本語学校 

臨時情報の普及啓発手法について

「逃げトレ」の稼働状況確認 

令和 4 年 9 月 14 日 12 人 神戸学院大学 臨時情報の普及啓発手法について

「逃げトレ」の稼働状況確認 

令和 4 年 10 月 14 日 70 人 須崎市立多ノ郷

小学校 

臨時情報の普及啓発手法について

「逃げトレ」の稼働状況確認 

令和 4 年 10 月 16 日 12 人 黒潮町役場・情報

防災課 

臨時情報対策ツール「逃げトレ

View」の広報資料やアプリに関する

意見交換 

令和 4 年 10 月 17 日 9 人 黒潮町役場・健康

福祉課 

臨時情報対策ツール「逃げトレ

View」の広報資料やアプリに関する

意見交換 

令和 4 年 10 月 17 日 9 人 四万十町役場・危

機管理課 

臨時情報対策ツール「逃げトレ

View」の広報資料やアプリに関する

意見交換 

令和 4 年 11 月 11 日 20 人 宮崎市立内海小

学校 

臨時情報の普及啓発手法について

「逃げトレ」の稼働状況確認 

令和 4 年 11 月 11 日 2 人 宮崎市役所 臨時情報に関する聞き取り 

令和 4 年 11 月 18 日 20 人 高知県立大方高

等学校 

臨時情報の普及啓発手法について

「逃げトレ」の稼働状況確認 

令和 5 年 2 月 16 日~

令和 5 年 2 月 17 日 

14 人 黒潮町立大方高

等学校 

臨時情報に関するワークショップ 

令和 5 年 2 月 9 日 2 人 宮崎市役所 臨時情報に関する聞き取り 

令和 5 年 2 月 10 日 3 人 新富町役場 臨時情報に関する聞き取り 

令和 5 年 3 月 7 日 4 人 豊見城市役所 臨時情報に関する聞き取り 

令和 5 年 3 月 7 日 4 人 砥部町役場 臨時情報に関する聞き取り 

令和 5 年 3 月 11 日 30 人 黒潮町役場など 臨時情報に関するワークショップ 

令和 5 年 3 月 13 日 4 人 甲斐市役所 臨時情報に関する聞き取り 

令和 5 年 3 月 16 日 5 人 島田市役所 臨時情報に関する聞き取り 

 

(c) 結論ならびに今後の課題 

まず、本プロジェクトの基幹ツールである Web ツール「逃げトレ View」と、そのベース

となるアプリ「逃げトレ」の２つの基幹ツールを包括した全体システム「逃げトレサービ

ス」の全体構想を固めた。 



  

117 

 

その上で、次に、「逃げトレ View」については、昨年度までに開発したプロトタイプを

もとに、事前避難の要不要について検討するための分析アルゴリズムを確定させ、「集合的

避難行動の解析・表示システム」の分析結果の可視化手法を拡充して、「逃げトレ View」

のパイロット版という形で構築させた。さらに、「逃げトレ View」におけるシミュレーシ

ョン機能の概要について検討し確定させた。以上の作業と成果により、本年度の事業達成

目標は達成できたと自己評価している。この開発研究と並行して、「逃げトレ View」に臨

時情報発表時に想定される津波浸水想定など、複数の津波シミュレーションを新たに実装

するため、サブ課題２(ｇ)との連携により、いわゆる「半割れ」ケースで発生が予想され

る津波浸水シミュレーションを実装することした。具体的には、「西先行・東後続パターン」

と「東先行・西後続パターン」の２つのパターンを「逃げトレ View」に実装するための準

備を完了した。 

さらに、「逃げトレ View」の開発に伴って必要となるアプリ「逃げトレ」の拡充に関す

る開発研究も予定通り進捗させた。具体的には、「逃げトレ View」で活用する個人属性情

報（性別、年齢や、避難時の支援の必要性など）を、ユーザーの了解のもとで収集するた

めの仕組みを「逃げトレ」に実装するための動作フローを確定し、「逃げトレ」の機能を拡

充した。 

以上の開発研究とともに、テストフィールド（高知県内の自治体）で、「逃げトレ」の拡

充版、および、「逃げトレ View」に関して、テストフィールドにおける実証実験（アプリ

「逃げトレ」の拡充版の動作テストや「逃げトレ View」の稼働状況確認）、および、ユーザ

ーからのフィードバックを得るためのインタビューなどを実施した。あわせて、これらの

成果を踏まえて、今後の出口戦略を念頭に「逃げトレ View」の「ガイドマニュアル」の素

案を作成した。 

今後の課題は、第 1 に、「逃げトレ」の拡充版、および、「逃げトレ View」（パイロット

版）の実証実験をテストフィールドで、より大規模かつ継続的に実施することである。特

に、「逃げトレ View」のパイロット版については、新規開発中のツールであるため、さら

なるユーザビリティテストが不可欠で、潜在的なユーザーである自治体職員や自主防災組

織のリーダーなどの協力を得て、現場に密着した開発作業をさらに継続する必要がある。

また、「逃げトレ」についても、スマートフォンの OS のバージョンアップや機種更新など

に合わせて常にアップデートが求められる事情もあり、上述した機能拡充のための作業と

並行して、こうした維持管理業務も継続して実施する必要がある。 

第２に、「逃げトレ」や「逃げトレ View」を活用して事前避難の要不要について検討す

ることについては、その必要性をさらに啓発することが不可欠の状況である。この啓発活

動は、「臨時情報」本体の認知度向上の作業と並行して進める必要があり、本年度素案を固

めた「ガイドマニュアル」を完成させ、それを実際に利用した活動が今後の課題となる。 

来年度は、以上の課題を中心に研究開発を進める予定である。 

 

(d) 引用文献 

なし 
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(e) 成果の論文発表・口頭発表等 

1) 学会等における口頭・ポスター発表  

発表した成果（発表題目、

口頭・ポスター発表の別） 

発表者氏名 発表した場所

（学会等名） 

発表し

た時期 

国内・

外の別 

南海トラフ地震の臨時情

報に対する理解促進を目

的とした視聴覚教材の開

発（口頭） 

杉山高志  

矢守克也 

 

日本安全教育

学会第 23回宮

城大会 

2022.9 国内 

Development of an 

Analysis Tool for Pre-

evacuation Using 

Special Early Warning 

Information for Nankai 

Trough Earthquake 

（口頭） 

Takashi Sugiyama 

Katsuya Yamori 

Kenshin Urabe 

 Takahiro Nishino 

 Hiromitsu Nakamura 

Yuji Dohi  

Takahiro Maeda 

IDRiM 2022 

Conference 

2022.9 国外 

DXツールを活用した地区

防災計画の可能性 

（口頭） 

杉山高志 

加藤孝明 

田中義朗 

鎌田亮 

矢守克也 

上田啓瑚 

地区防災計画

学会第9回大会 

2023.3 国内 

「津波てんでんこ」を実

現するための親子間の認

識共有に関する研究 

（口頭） 

岡田夏美 

矢守克也 

災害情報学会

第26回大会 

2023.3 国内 

 

 

2) 学会誌・雑誌等における論文掲載   

掲載した論文（発表題目） 発表者氏名 発表した場所 

（学会誌・雑

誌等名） 

発表し

た時期 

国内・外

の別 

Analysis of Regional 

Response and Development 

of Disaster Prevention 

Teaching Materials for 

“Nankai Trough Earthquake 

Extra Information” 

Takashi Sugiyama 

Katsuya Yamori 

 

Journal of 

Integrated 

Disaster 

Risk 

Management 

2022.6 国外 
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(f) 特許出願、ソフトウエア開発、仕様・標準等の策定 

1) 特許出願 

津波避難戦略検討支援システム、津波避難戦略検討支援方法、およびコンピュー

タプログラム（届出時名称：逃げトレ View）、出願番号：特願 2022-168310、出

願日：令和４年 10 月 20 日 

 

2) ソフトウエア開発 

名称 機能 

「逃げトレ View」 「臨時情報」発表時の事前避難の要不要の程度につ

いて検討するための情報を、アプリ「逃げトレ」に

よって収集された避難訓練の行動ログデータの分析

によって提供する。 

 

3) 仕様・標準等の策定 

   なし 

 

 

②避難困難区域での「避難を可能にする」まちづくり方策の検討 

(a) 業務の要約 

津波防災まちづくりのツールとして開発された「逃げ地図」をもとに、その課題の検証・

改善方法の抽出を行い、避難困難区域において避難を可能にするまちづくり方策を検討す

るための仕組みの構築を行う。本年度は、テストフィールド（和歌山県串本町）において

臨時情報発令時の行政対応のとりまとめ・職員教育資料の構築、「逃げ地図」ワークショッ

プ実施の支援システムの構築、「逃げ地図」ワークショップの実施ならびに避難可能なまち

づくりの方向性についての検討を行った。 

(b) 業務の成果 

1)串本町の臨時情報発令時の対応ならびに職員教育ツールの作成 

令和３年度に実施した南海トラフ地震臨時情報発令時の対応に関するワークショップ

の成果 1）をもとに南海トラフ地震臨時情報についての串本町における要対策検討課題（図

２－４－②－１）をとりまとめ役場における臨時情報発令時の対応検討の基礎資料の提供

を行うとともに、職員が南海トラフ地震臨時情報について十分に理解していないことから

職員説明用の資料（図２－４－②－２）の作成を行った。 
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図２－４－②－１ 南海トラフ地震臨時情報についての串本町における要対策検討課題 

 

 

図２－４－②－２ 南海トラフ地震臨時情報職員説明資料 2) 

 

2)「逃げ地図」WS 実施支援ツールの改良 

 昨年度実施した「逃げ地図」実施先進地域での逃げ地図 WS 実施支援ツールについてのヒ

アリング結果をもとに本年度、支援システムについて、１）津波浸水範囲データの取り込

み機能の追加（外部ジオデータの取込を可能とするためのインタフェース）、２）作業途中

データ保存機能の追加を行った。追加された機能について図２－４－②－３に示す。 

 

南海トラフ地震臨時情報についての串本町における要対策検討課題
串本町で想定される事態３つのシナリオ

シナリオ①：M6.8以上、ゆっくりすべり→臨時情報（調査中）→（M7以上）→臨時情報（巨大地震注意）

シナリオ②：M6.8以上、ゆっくりすべり→臨時情報（調査中）→（M８以上：東海地震）→臨時情報（巨大地震警戒）

シナリオ③：M6.8以上→揺れによる被害／臨時情報（調査中）／津波の被害→（M8以上）→臨時情報（巨大地震警戒）

1

対策の方向性
＜シナリオ①②③共通＞

1）避難困難区域を縮小する
・津波避難タワー、避難路のさらなる整備

2）南海トラフ地震臨時情報についての周知
・職員に対する周知：臨時情報の解説、臨時情報発出時の対応についての資料作成、研修
・住民に対する周知：講習会の開催

＜シナリオ①②：被害が発生していない中での対応＞

3) 臨時情報に関する行政の対応指針・マニュアルの検証・見直し
・職員の参集・帰宅：津波浸水区域を通って参集する職員をどうするのか→参集しないで対応？

・住民・マスコミからの連絡に対する対応をどうするのか：臨時情報（調査中）時の防災行政無線からの
情報発信、マスコミ・住民からの問い合わせへ対応
・避難誘導をどう行うのか→災害発生時に準ずる？

4）臨時情報（巨大地震警戒）発令時の事前避難対応の検討
・収容避難スペース、食料不足をどうするのか→和歌山県・関西広域連合と連携し、高速道路網を利用
した広域避難、物資輸送の検討を行う＋避難困難区域の住民の高速道路へのアクセス検討

＜シナリオ③：被害が発生した中での対応：既存の計画にもとづく対応に加えて＞

5) 臨時情報（巨大災害警戒）発令時の津波浸水想定区域での活動方針検討
・救出・救助、道路警戒活動を実施するのか→国に方針を照会する。

南海トラフ地震臨時情報とは？－串本町職員として知っておくべきことー
南海トラフ地震臨時情報とは？：南海トラフ沿いで異常な現象が観測された場合に発表される情報

南海トラフ沿いでの異常な現象 発表される情報

・南海トラフ地震の想定震源域・その周辺でM6.8
以上の地震＜可能性大＞
・プレート境界内でゆっくりすべり

例えば、令和４年1月22日の日向灘の地震（M6.6)

出展：気象庁 出展：防災科研Hinet

プレート境
界より下

そもそも、なぜこういった情報が出されるのか

・東海地震予知の取り組みがあった＜東海地震に関連する調査

情報（臨時）→東海地震注意情報→東海地震予知情報＞→「現在の科
学的知見からは、確度の高い地震の予測は難しい」南海ト

ラフ沿いの大規模地震の予測可能性について（報告）（平成29年8月25日公
表）

・ 時間差発生→東南海地震が発生したらどうする？安政
南海（1854）32時間後、昭和南海（1944、1946）2年後

行会議南海トラフ沿いの地震観測・評価に基づく防災対応検討ワーキングループ、平成 29 年９月
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図２－４－②－３ 「逃げ地図」WS 実施支援ツールの改良 

 

 3)「逃げ地図」WS と避難可能なまちづくりの検討 

令和５年１月 16 日に和歌山県串本町田原地区の山村交流センターで「田原地区におけ

る『逃げ地図』づくりワークショップ」を開催した。参加者は計 26 人（住民８人、小学生

７人、先生５人、防災・福祉担当の町職員６人）である。田原地区は南海トラフ巨大地震

の際の津波到達時間が１m で３分と想定されており、避難困難区域に設置された避難タワ

ーの有効性を検討する必要も生じていた地域である。 

WS での最初の作業は、参加者を４つの班に分け、各班が表２－４－②－１の４つのシナ

リオのうち一つを選択して逃げ地図づくりをするようにした。表２－４－②－１の「通れ

ない箇所あり」という条件は令和４年 10 月 14 日に実施した現地調査をもとに日ごろ利用

中の抜け道と危険個所を示した地図（図２－４－②－４）を作成した上で、最も危険個所

が多いところに「×」印をつけて作業を行った。今回の逃げ地図 WS で使用したヒモの長さ

は３分で 129m 移動できるというという設定（逃げ地図の基本設定通りで、後期高齢者が傾

斜度 10 度の坂道を歩く時の速さを 43m/分と仮定）にしている。次いでの作業は、住民と

町職員のみの参加で、４つのシナリオで作成した逃げ地図（図２－４－②－５）をもとに

「避難タワー有」と「避難タワー無」の２つの班に分かれて気づいたこと等について話し

合いを行った。「避難タワー有」の班では、「道の通れる・通れない設定で避難場所までの

時間が結構違う」「避難場所ＡがダメでもＢなら近いことが分かった」「避難場所までの間

の危険な箇所がわからないと逃げられない」「避難タワーに上ってみたい」「木葉神社に避

難タワーがほしい」「木葉神社を横断するのはどうか」等のポジティブな意見がたくさん出

た。一方、「避難タワー無」の班では「避難をはじめからあきらめている人が多い」「ブロ

ック塀が崩れて通れない場合、逃げられない場所が多い」というネガティブな意見が目立

つ中、「災害時は線路を渡るしかない」「山沿いに上れる階段が意外に多い」等の気づきも

共有された。今回の WS を通して、道の選択次第で避難できること、今後の対策次第でより

避難可能なまちづくりができることが判明した。 

 

 

 

 

 

設定データ保存機能 津波浸水範囲データ取り込み機能
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表２－４－②－１ 田原地区の逃げ地図 WS で設定した４つのシナリオ 

 

区分（条件） 
橋は通れない 

道は基本通れる 通れない箇所あり(並) 

避難タワー有 
シナリオ① 

(楽観的なシナリオ) 
シナリオ② 

避難タワー無 シナリオ③ シナリオ④ 

 

 

 

 

図２－４－②－４ 逃げ地図 WS のために準備した抜け道と危険個所マップ 
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図２－４－②－５ 「逃げ地図」WS での４つのシナリオ検討結果 

 

(c) 結論ならびに今後の課題 

テストフィールド（和歌山県串本町）において臨時情報発令時の行政対応の課題共有・

職員説明資料の作成、「逃げ地図」作成支援ツールの改良、逃げ地図作成を通した避難可能

性の検討を行った。 

「逃げ地図」WS では４つのシナリオで検討することで、シナリオごとの避難可能性を可

視化することができた。特に、「避難タワー有」と「避難タワー無」の逃げ地図を比較しな

がら話し合うことで、どれだけ避難可能性が異なるか、改善すべき箇所はどこなのかにつ

いて明確にすることができた。 
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 「逃げ地図」WS の結果得られた避難可能なまちにするための課題といかにして実現して

いくのかということが今後の課題として明らかになり、具体的な対策のあり方について来

年度以降、取り組んでいく。 
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